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9月28日 Region 2 (Port Antonio)でのワークシヨツ
フ。に参加・観察




















































































-今回の調査で観察したのは，地方(Region2 / 4 ) 
におけるワークショップと首都キングストン市内
の小学校における CalculationTime活動である.
























-小学校での児童による CalculationTimeでは. 15 
分間の間で.Calculation Timeの歌の合唱，グ
ループ間でのタブレット端末を使った計算競争，
Caligatorのお絵かき.Calculation Flowerのお絵か
き，日本の歌の合唱・パフォーマンスなと?が行われ
たこの活動は，学校での CalculationTimeを推
進するためのキャラバン活動と位置付けられるもの
と思われる.
-地域での温度差はあるものの，ワークショップに参
加した教員の多くがCalculationTimeの有用性を
感じ，ワークにも積極的に取り組んでいることが分
かった今後，ワークショップを実施した地域の小
学校で実際に活用されるようにキャラパン活動も最
大限しつつ，教員自身の自主的な活動を支援・観察
することが必要になるものと考えられる.
-小学校での CalculationTimeでは，すべての児童
が夢中になって活動に取り組んでおり，この活動へ
の関心の高さがうかがえた.教員も一緒になって
歌ったり，計算したりと非常に好意的に受け入れら
れていることが分かつた.特に歌を用いたキャラパ
ンは，ジャマイカ文化をうまく活用したアイデアで
あり，児童のみならず教員の活動の受容度を高めて
いる.
-今後.Calculation Timeが全国に波及していく中で，
活動自体の認知を広げ，さらに活動内容の充実が図
られ効果をあげるためには，今後も継続したキャラ
バンの実施が必要と考えられ，全国での波及を確か
なものにするにはキャラパンに関わる人員もこれま
での数倍必要になるものと思われる.
-教材・活動内容は非常に充実しており，個々の活動
の重要性も理解できた今後ワークショップや小学
校での活動をより効果的なものにするために，教材・
活動内容の順序・組み合わせなどについて検討する
余地があるかもしれない.また，内容についても数
学的な概念形成を図る上でそれぞれにどのような意
義があるか，概念形成をより効果的にするために改
善できる点があるかどうかについて検討を定期的に
行うことで，活動の発展がより図られるものと思わ
れる.
-ワークショップ中の教員の計算問題への取り組みの
様子から，四則計算の中でも割り算を苦手とする教
員が多くいることが分かつたまた，分数・小数・
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割合の関係性についても理解度が低い教員がいるこ
ともうかがえた引き算や掛け算でも時間のかかる
教員が少人数ではあるがいることもわかった.ワー
クショップ自体が教員の計算能力向上の助けになっ
ているともいえるが，教員自身の計算能力向上につ
いては CalculationTimeとは別の枠組み・活動で
取り組む必要性があると感じられた
-小学校の児童は，計算競争(掛け算)で早い計算力
を披露することも多かったが，まだ少人数であるが
指を使う児童も散見されたこれらの児童の計算力
を継続して向上するためにも.Calculation Timeの
更なる推進・浸透が必要で、あるとともに，教員の計
算能力の向上・計算に取り組む動機付けについて支
援の可能性について模索する必要がある.
-教育省ccuのCalculationTimeへの協力・参画の
度合いは非常に高く，その積極性は，他国における
]ICAの活動を大きく凌ぐものである SVの方と
教育省ccuの方の実質2名でここまで活動が推進
できたのは，ひとえに SVの方の熱心さ・人柄・見
識の高さ，さらに，教育省ccuの本件活動の意義
への深い理解と共感に依るものであると考えられる.
今後，全国展開をさらに推進するためには，後任の
SVの方と教育省ccuの方だけでなく，より多く
の人材の協働が必要になってくるだろう.
(3) 短期ボランティアの役割
-本学から派遣されている大学院生3名は.SVの方
と教育省の方の活動・業務の補助という位置づけで，
会場設営，教材の提示，歌を歌うなどのデモンスト
レーション，個別の指導なと守を精力的に行っていた.
一音1 ワークショップのファシリテーションをf壬さ
れることもあり，活動の実質的な運営に関わってい
ることが分かつた.人数的にもワークショップにせ
よ小学校における CalculationTimeのキャラノfン
にせよ，複数人で、携わったことが活動の効果を高め
ていることも確認できた.
'SVの方や教育省の方より. 3名の大学院生の活動
について評価をいただくことができた.SVの方に
「よい学生さんを送っていただいた」とのお言葉を
いただいたほか，教育省の方にいたっては. Iそれ
ぞれに違った個性があるものの，教材の作成に非常
に高い創造性を発揮しており，活動にも積極的に携
わっている，今後もこのような短期ボランテイアの
派遣に期待したい」との感想をいただいた.
-教育省の方との意見交換の中で，算数だけでなく理
科での(短期・長期を間わず)ボランテイアの派遣
を期待したいとの意見もいただいた.さらに，短期
では効果は期待できないかと伺ったところ，ぞのよ
うなことはない，児童や教員にとってたとえ短い機
会であっても日本の教員や学生と交流することはモ
チベーションの高揚に非常に効果があり，算数など
の教育活動に一緒に取り組めれば必ずその効果は波
及するとの意見もあがった.
4.今後の展望
(1) 上述の通り.Calculation Time自体の浸透を拡大
し全国展開をより効果的なものにするには，これま
での教育省ccu及びSVの人的リソースの拡充が
必要であり，後任SV以外に2名程度の SVないし
]Vを追配した場合(地域ごとに担当者を決めると
なお効果的)には必ず活動の定着度が増すものと考
えられる.これは，とりもなおさず教育省ccuが
CPとしての能力・意欲が高いためであり，現在の
体制を温存するためにも，より多くの地域・学校と
のつながりを構築する必要があるものと考える.
(2) 他方，算数自身の課題はもちろんのこと，理科で
の支援ニーズ(実験型・活動型授業の導入，ハンズ
オン教材の作成など)があることが教育省での意見
交換で、分かつた.今後の支援の方向性としては，算
数と理科2つの分野で行うことも一考の余地がある.
(3) これまでのCalculationTimeの活動は小学校ベー
ス・現職教員ベースの活動であった.今後全国展開
を考える上で，支援を拡大できるのであれば，教員
養成校や大学の教育学部を巻き込んだ活動を考える
こともできょう.新規教員が教育現場に出る前に
Calculation Timeの仕方・意義について理解してい
れば，教育現場での浸透もより進むものと考えられ
る.
(4) 本学の大学院生の短期ボランテイアとしての派遣
については，当初想定していた以上の効果がある
ものとの観察結果とインタビュー結果が得られた.
ワークショップや小学校での活動を効率的かっ効果
的なものにすること，児童や教員のモチベーション
を非常に高めることなどが確認されたこれは，本
学大学院生が教育分野での研鑑と経験を積んできた
ことにも依るが.SVの方や教育省ccuの方によ
る寛容な受け入れに依るところが大きいことは言う
までもない.教育省ccuとしても引き続いた短期
ボランティアの受け入れについて前向きな回答も
いただいており.Calculation Timeの全国展開，あ
るいは，理数科分野での他の支援活動が長期SVや
]Vによって実施されるならば，その方々の活動の
支援・補助としてかかわることは十分にできるもの
と考える.
(5) 本学の教育活動として本件ボランティア活動を考
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える場合，効果としては①海外の教育現場の実情を
知ることができ日本の教育現場への還元を図ること
ができるようになる，②JICAを通じた教育支援の
活動に携わる中で外国語運用能力が高まるだけでな
く，国際的素養を培うことができるようになる，③
異文化の環境下の中で活動することで，社会人とし
て必要となる交渉能力や粘り強さなどについて身に
着けることができることなどが挙げられる.よって，
今後短期ボランティア派遣が制度化されるにあたっ
ては，派遣前の事前学習(ジャマイカ・教育事情・
研究論文等の研鎖，模擬授業・活動の実施)，派遣
後の事後学習(振り返り・報告会・成果とりまとめ)
を大学院授業として認定し，卒業単位として取得を
義務付けるなど，教育体制の確立が必要で、ある.
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(6) 本学大学院生が本件ボランテイア活動に参加する
ことで， JICAにとっては，①短期間ではあっても，
複数名が活動に参加することで，長期 SVやJVの
活動がより効率的・効果的に実施できたり，活動の
禅益者のモチベーションを非常に高めたりする，②
短期ボランテイアとして参加した大学院生が学内
外で広報することで，自身も含め将来に長期 SVや
JVとして活躍する可能性が高まる，③上述広報を
通じて地域住民等のJICA事業への理解が深まるこ
とが挙げられる.活動の成果及び広報の効果双方に
とって，短期的な果実だけでなく長期的なインパク
トを目指すことが必要となるだろう.
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